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一
、
遣
唐
使
派
遣
の
年
期
と
常
暁
の
在
唐
年
限

常
暁
（
～
八
六
六
）
は
承
和
五
（
八
三
八
）
年
六
月
に
入
唐
し
、
帰
朝
し
て
約

二
五
年
後
の
貞
観
六
（
八
六
四
）
年
二
月
一
六
日
に
は
権
律
師
に
任
ぜ
ら
れ
、道
詮
・

興
照
ら
と
共
に
始
め
て
法
橋
上
人
位
権
律
師
と
な
っ
た
が（

（
（

、翌
年
一
一
月
三
〇
日（
一

説
に
貞
観
八
年
一一

月
卅
日
）
に
入
寂
し
た（

（
（

。
常
暁
の
在
唐
期
間
は
一
年
二
ヵ
月
に

お
よ
ぶ
。
彼
の
入
唐
の
主
な
成
果
と
し
て
は
、
金
剛
界
法
を
習
得
し
、
太
元
帥
秘
法

を
将
来
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。常
暁
は
帰
朝
後
の
承
和
六（
唐
開
成
四
、八
三
九
）

年
九
月
五
日
、三
一
部
の
経
疏
を
列
記
し
た
『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
を
上
表
し
た
。

本
書
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

常
暁
、
本ほ
ん

業ご
う

は
三
論
の
枝
な
る
も
、
真
言
の
条
を
兼
ね
る
。
才
能
聞
こ
え
ず
、

言
取
る
こ
と
無
し
。
時
に
人
の
乏と
も

し
き
に
逢
つ
て
、
留る

学が
く

の
員
に
簉つ
ら

な
れ
り
。

限
る
に
三
十
年
を
以
て
し
、
尋
ぬ
る
に
一
乗
を
以
て
す
。
任
重
く
、
人
弱
し
。

夙し
ゅ
く

夜や

に
懃き
ん

愿げ
ん

た
り（

（
（

。

上
記
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、入
唐
前
の
常
暁
は
三
論
宗
を
本
宗
と
し
て
お
り
、

真
言
を
兼
学
し
て
い
た
。
彼
が
真
言
の
教
学
に
興
味
を
示
し
、
空
海
よ
り
灌
頂
を
受

け
た
の
は
、
弘
仁
六
（
八
一
五
）
年
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
上
記
は
、
在
唐
中
の
空

海
が
揚
州
長
官
の
閻
済
美
に
上
奏
し
て
長
安
入
京
を
請
う
た
「
大
使
の
福
州
の
観
察

使
に
与
う
る
書
」（『
性
霊
集
』
巻
五
収
載
）
と
類
似
す
る
文
章
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る（

（
（

。
僅
か
に
二
三
名
の
み
が
入
京
を
許
さ
れ
、
彼
自
身
は
残
留
さ
れ
る
と

い
う
噂
さ
を
聞
い
た
空
海
は
、

日
本
国
の
留
学
の
沙
門
空
海
啓も
う

さ
く
。
空
海
才
能
聞
こ
え
ず
、
言
行
取
り
ど
こ

ろ
無
し
。
但た
だ

雪
の
中
に
肱ひ
じ

を
枕
に
し
、雲う
ん

峯ぽ
う

に
菜さ
い

を
喫く
ら

ふ
こ
と
を
の
み
を
知
る
。

時
に
人
に
の
乏
し
き
に
逢
つ
て
、
留
学
の
末
に
簉
な
れ
り
。
限
る
に
二
十
年
を

以
て
し
、
尋
ぬ
る
に
一
乗
を
以
て
す
。
任
重
く
、
人
弱
く
し
て
、
夙
夜
に
陰
を

惜
し
む
。
今
、
使
に
随
つ
て
、
入
京
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ざ
る
こ
と
を
承
る
。

と
記
し
た
書
状
を
閻
済
美
に
宛
て
た
の
で
あ
る
。
前
者
に
は
「
逢
二
時
乏
慢
人
簉
二

留
学
員
一
。
…
…
限
二
三
十
年
一
」
と
あ
り
、後
者
に
は
「
逢
二
時
乏
慢
人
簉
二
留
学
末
一
。

…
…
限
二
廿
年
一
」
と
あ
る
以
外
は
大
同
小
異
で
、両
文
の
対
照
に
よ
り
、常
暁
は
『
御

請
来
目
録
』
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
□
の
部
分
を
『
僧
常
暁
請
来
目
録
』
の
末
尾
に
引

き
写
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
入
唐
の
年
数
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
三
十
年
・

二
十
年
と
記
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
空
海
の
諸
伝
記
類
に
も
一
致
し
て
二
十
年
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
二
十
年
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
東
野
治

之
氏
の
示
唆
に
富
ん
だ
指
摘
が
あ
り
、こ
こ
で
そ
の
趣
旨
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
う
。

す
な
わ
ち
東
野
氏
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
の
『
唐
決
集
』
収
載
の
「
唐
僧
維ゆ
い

蠲け
ん

の
書
状
」
に
、

南
岳
の
高
僧
、
思
大
師
、
日
本
に
生
ま
れ
て
王
と
為
り
、
天
台
の
教
法
、
大
い

に
彼
の
国
に
行
わ
る
。
是こ
こ

を
以
て
、
内
外
の
経
き
ょ
う

籍せ
き

、
一
に
唐
に
法は
ら

い
、
二
十
年

一い
ち

来ら
い

の
朝
貢
を
約
す
。

と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
こ
れ
を
八
世
紀
前
半
を
下
ら
な
い
時
期
に

お
い
て
、
日
本
国
は
二
十
年
に
一
度
朝
貢
す
る
と
い
う
外
交
的
な
約
束
を
、
唐
に
対

し
て
結
ん
で
い
た
、
と
解
し
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
氏
は
、
そ
の
約
束
が
最
初
に
結

ば
れ
た
時
期
に
ふ
れ
て
、
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は
っ
き
り
し
た
証
拠
は
な
い
が
、
七
〇
一
年
、
七
一
六
年
と
遣
唐
使
の
任
命
が

あ
っ
た
こ
と
を
み
る
と
、
二
十
年
一
貢
は
、
七
〇
二
年
に
入
唐
し
た
使
節
が
結

ん
で
き
た
約
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か（

（
（

。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
図
１
で
示
し
た
よ
う
に
、
一
五
回
に
わ
た
る
遣
唐
使
派
遣
の

年
期
の
推
移（

（
（

を
み
る
と
、
大
宝
二
（
唐
長
安
二
、七
○
二
）
年
を
起
点
と
し
て
、
だ

い
た
い
二
十
年
一
貢
の
規
制
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
看
取
さ
れ
る
。
但
し
、

⑩
七
五
九
年
と
⑫
七
七
九
年
の
派
遣
の
場
合
は
、
迎
入
唐
使
や
送
唐
客
使
な
ど
小
規

模
な
派
遣
に
過
ぎ
ず
、
正
式
な
朝
貢
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る（

（
（

。

す
る
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
例
を
除
け
ば
、
七
○
二
年
～
八
○
四
年
ま
で
の
計
五
回
の

正
式
な
朝
貢
使
節
に
お
い
て
、
そ
の
派
遣
の
年
差
は
、
何
れ
も
一
五
～
二
五
年
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
実
に
よ
り
、「
二
十
年
一
貢
」
を
め
ぐ
る
東
野
氏
の
推
論

は
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
検
証
で
き
た
と
思
う
。

図
１　

遣
唐
使
派
遣
の
年
期
の
推
移

で
は
、
図
１
で
、
⑭
の
み
、
そ
の
年
期
が
三
〇
年
余
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
常
暁
は
な
ぜ
空
海
の
文
章
を
引
き
写
し
な
が
ら
も
、

「
二
十
年
」
の
と
こ
ろ
を
「
三
十
年
」
と
記
し
た
の
か
、
の
解
明
に
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
こ
れ
は
常
暁
が
入
唐
し
た
当
時
に
は
、
朝
貢
の

年
期
が
従
前
の
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
に
変
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
周
知
の

よ
う
に
、
最
後
の
遣
唐
使
と
も
い
わ
れ
る
承
和
年
間
の
使
節
は
、
二
回
も
起
き
た
海

難
事
故
に
よ
り
、
承
和
五
（
八
三
八
）
年
に
な
っ
て
漸
く
入
唐
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
。『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
の
冒
頭
に
、

入
唐
学
法
沙
門
常
暁
言も
う

す
。
常
暁
は
去
ん
ぬ
承
和
三
年
五
月
を
以
て
、
命
を
留る

学が
く

に
銜ふ
く

み
、
遠
く
万
里
の
外
を
期
す
。
其
の
年
に
漂
迴
し
て
、
四
年
に
亦ま

た
渡

海
を
果
た
さ
ず
。
五
年
六
月
に
進
発
す（

（
（

。

と
、
常
暁
自
ら
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
三
回
に
わ
た
る
承
和
年
間
の
遣
唐
使

船
の
渡
航
に
、
最
初
か
ら
留
学
僧
の
一
員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
元
々
は

承
和
三
（
八
三
六
）
年
に
入
唐
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ

れ
は
前
回
よ
り
数
え
て
三
十
年
余
を
経
た
派
遣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
宝
二
（
七

○
二
）
年
頃
に
成
立
し
た
日
中
間
の
「
二
十
年
一
貢
」
の
約
束
は
、
延
暦
年
間
の
使

節
す
な
わ
ち
最
澄
・
空
海
ら
が
随
伴
し
た
延
暦
二
十
三
（
八
○
四
）
年
の
遣
唐
使
節

の
派
遣
ま
で
は
、
ほ
ぼ
保
持
さ
れ
て
い
た
。
空
海
が
『
御
請
来
目
録
』
に
「
限
る
に

二
十
年
を
以
て
す
」
と
記
し
、
さ
ら
に
、

空
海
、
闕け
つ

期ご

の
罪
、
死
し
て
余
り
あ
り
と
い
え
ど
も
、
竊
ひ
そ
か

に
喜
ぶ
、
得
難
き
の

法
を
生
き
て
請
来
せ
る
こ
と
を（

（
（

。

と
述
べ
、
二
十
年
間
の
滞
在
義
務
を
守
ら
ず
、
二
年
間
の
短
期
滞
留
で
帰
っ
て
き
た

こ
と
を
「
闕
期
の
罪
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
事
情
を
物

語
る
と
い
え
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
遣
唐
使
に
随
伴
し
て
入
唐
し
た
請
益
僧
・
還
学
僧
ら
の
場
合
、

遣
唐
大
使
ら
一
行
と
往
還
を
共
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
在
唐
中
の
活

動
は
大
使
の
帰
朝
ス
ケ
ー
ジ
ュ
ル
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
他
方
、
留
学
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僧
ら
の
場
合
に
は
、
長
期
に
わ
た
る
在
唐
生
活
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
次
回
の
遣
唐

使
一
行
と
と
も
に
帰
還
す
れ
ば
良
か
っ
た
ら
し
い（
（（
（

。
円
仁
が
「
三
論
留
学
常
暁
師（
（（
（

」

と
呼
称
し
て
い
る
よ
う
に
、
常
暁
は
留
学
僧
の
資
格
で
唐
に
入
っ
た
の
で
あ
る
が
、

不
意
に
も
長
安
へ
の
入
京
が
許
さ
れ
ず
、
一
年
余
り
の
短
期
間
で
求
法
を
終
え
て
、

や
む
を
得
ず
大
使
と
と
も
に
帰
朝
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
常
暁
が

「
限
る
に
三
十
年
を
以
て
す
」
と
記
し
た
の
は
、『
御
請
来
目
録
』
の
同
じ
箇
所
か
ら

の
単
純
な
誤
写
で
は
あ
る
ま
い
。
恐
ら
く
延
暦
の
遣
唐
使
ら
が
帰
朝
す
る
に
際
し
て

は
、「
三
十
年
一
貢
」
と
改
め
た
と
の
一
方
的
な
通
告
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。
天
長
元
（
八
二
四
）
年
六
月
に
日
本
の
朝
廷
は
、
渤
海
の
入
朝
を
六
年
一

度
か
ら
十
二
年
に
一
度
の
み
に
制
限
す
る
と
い
う
「
一
紀
一
貢
」
の
方
針
を
決
め
、

帰
朝
す
る
渤
海
大
使
高
貞
泰
ら
に
通
告
し
た
先
例
が
あ
る
。
唐
朝
廷
に
対
す
る
日
本

側
の
拝
朝
の
年
期
が
「
二
十
年
一
貢
」
か
ら
「
三
十
年
一
貢
」
と
変
化
し
た
こ
と
に

は
、
こ
れ
と
同
様
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
以
上
の
推
論
に
よ
り
、
常

暁
が
入
唐
し
た
当
時
の
日
中
関
係
は
「
三
十
年
一
貢
」
を
原
則
と
し
て
い
た
と
前
提

し
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

二
、
文
㻮
お
よ
び
元
照
か
ら
の
受
法

『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
の
冒
頭
に
、

…
…
（
上
略
）
則
ち
諸
寺
に
周
遊
し
て
師
依
を
訪
い
択
ぶ
に
、
幸
い
に
栖
霊
寺

灌
頂
阿
闍
梨
、
法
の
号
文
璨
和
尚
并
び
に
華
林
寺
三
教
講
論
大
徳
元
照
座
主
に

遇
う
。
其
の
文
璨
和
尚
は
則
ち
不
空
三
蔵
の
弟
子
に
し
て
、
兼
ね
て
恵
応
阿
闍

梨
の
付
法
の
人
な
り
。
妙
た
く
み
に
経
律
を
鉤さ
ぐ

り
、
深
く
密
蔵
に
通
ず（
（（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
長
安
入
京
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
彼
は
、
淮
南
城
広
綾
舘
に
住
ま

り
、
空
し
く
多
日
を
経
た
が
、
幸
い
に
不
空
の
弟
子
文
㻮
お
よ
び
華
林
寺
の
元
照
座

主
に
遇
う
こ
と
が
で
き
た
。
海
雲
（
〜
八
三
四
〜
）
の
『
両
部
大
法
相
承
師
資
付
法

記
』
に
よ
れ
ば
、
恵
果
の
弟
子
恵
応
は
、
金
剛
界
法
の
み
を
伝
授
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
が（
（（
（

、
同
じ
く
海
雲
の
血
脈
に
は
金
・
胎
両
部
と
も
そ
の
名
が
み
え
て
お
り
、
さ
ら

に
造
玄
の
血
脈
に
は
胎
蔵
界
部
の
み
に
列
ね
ら
れ
て
い
て
、
何
れ
も
そ
の
内
容
が
異

な
っ
て
い
る
。
文
璨
お
よ
び
元
照
か
ら
の
受
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
末
尾

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

同
年
〔
唐
開
成
三
年
〕
の
臘
月
、
節
度
使
の
処
分
を
請
ふ
て
、
栖
霊
寺
に
配
住

す
。
文
㻮
和
尚
を
以
て
師
主
と
為
し
、
始
め
て
法
儀
を
学
ぶ
。
兼
ね
て
花
林
寺

に
往
き
て
、元
照
座
主
の
辺
に
て
本
宗
の
義
を
問
ふ
。
并
せ
て
文
書
を
得
た
り
。

然
る
に
大4

師4

は
仏
法
の
流
転
を
尚
び
、
生
民
の
抜
く
可
き
を
歎
く
。
我
に
授
く

る
に
金
剛
大
法
を
以
て
し
、
我
に
許
す
に
阿
闍
梨
位
を
以
て
す
。
膝
歩
し
て
未

だ
知
ら
ざ
る
を
知
り
、
接
足
し
て
得
ざ
る
を
得
る
。
幸
に
国
家
の
大
造
、
大
師

の
慈
悲
に
頼
つ
て
、
金
剛
海
の
瑜
伽
を
学
び
、
大
元
帥
秘
法
を
習
う（（（
（

。

す
な
わ
ち
常
暁
は
唐
開
成
三
（
承
和
五
、
八
三
八
）
年
一
二
月
、
揚
州
節
度
使
の

処
分
を
受
け
て
、
栖
霊
寺
に
配
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
寺
を
宿
舎
と
し
て
文

㻮
を
師
主
と
な
し
て
法
儀
を
学
び
、
且
つ
花
林
寺
の
元
照
か
ら
三
論
の
宗
義
を
相
伝

さ
れ
、
仏
教
の
典
籍
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
常
暁
に
金
剛
大

法
を
授
け
て
阿
闍
梨
位
を
許
し
、
且
つ
金
剛
海
の
瑜
伽
お
よ
び
大
元
帥
の
秘
法
を
学

習
さ
せ
た
と
い
う
「
大
師
」
と
は
、
文
㻮
の
こ
と
か
、
そ
れ
と
も
元
照
の
こ
と
か
。

□
の
文
の
主
語
が
た
だ
「
大
師
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
両
者
の
ど
ち
ら
に

繋
が
る
内
容
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
諸
説
に
は
常
暁
相
伝
の
太
元

帥
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
両
者
か
ら
受
け
た
と
す
る
説
、
あ
る
い
は
両
者
の
中
の

一
人
か
ら
学
ん
だ
と
す
る
説
が
混
雑
し
て
い
る（
（（
（

。

そ
こ
で
各
種
の
常
暁
の
伝
記
に
目
を
通
す
と
、
そ
こ
に
は
共
通
し
て
元
照
か
ら
は

三
論
宗
の
宗
義
の
み
を
受
け
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
寵
ち
ょ
う

寿じ
ゅ

が
撰
し
た

貞
観
一
九
（
八
七
七
）
年
正
月
一
九
日
付
の
『
太
元
帥
法
縁
起
奉
状
』
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
に
は
、

便
に
栖
霊
寺
灌
頂
阿
闍
梨
文
意
和
尚
に
遇
つ
て
、
始
め
て
法
儀
を
学
す
。
尊
道
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を
漸
究
し
て
授
く
る
に
太
元
帥
法
を
以
て
し
、
許
す
に
阿
闍
梨
位
を
以
て
す
。

又ま

た
華
林
寺
座
主
元
照
大
徳
に
逢
う
。
重
ね
て
宗
義
を
問
う
て
、
法
文
道
具
等

を
得
、
并
せ
て
金
剛
界
大
法
・
自じ

余よ

の
諸
尊
法
を
習
学
す
る
こ
と
既
に
畢
り
ぬ（
（（
（

。

と
あ
り
、
太
元
帥
法
は
文
意
よ
り
相
伝
し
、
金
剛
界
法
は
華
林
寺
の
元
照
か
ら
学
ん

だ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（
（（
（

。『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
に
は
、
尊
像
の
品
目
の
と
こ
ろ

に
略
注
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
文
㻮
か
ら
学
ん
だ
と
い
う

「
法
儀
」
と
は
、「
大
元
帥
法
」
お
よ
び
「
千
臂
千
頭
金
毘
羅
童
子
法
」
な
ど
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。
寵
寿
は
常
暁
の
弟
子
で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
記
述
は
最
も
信
憑
性
が

高
い
と
言
え
よ
う
。
常
暁
が
「
華
林
寺
三
教
講
論
大
徳
元
照
座
主
」
と
呼
称
し
て
い

る
よ
う
に
、
元
照
は
三
論
宗
な
ど
の
顕
教
の
経
論
に
精
し
、
さ
ら
に
金
剛
界
の
密
教

に
も
通
じ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
栖
霊
寺
に
配
住
し
た
常
暁
が
文
㻮
お
よ
び
元
照
か
ら
受
法
し
て
い
た

頃
、
開
元
寺
付
近
の
西
側
に
あ
る
無
量
義
寺
の
僧
道ど
う

悟ご

は
円
仁
の
房
を
尋
ね
、
常
暁

の
近
況
に
つ
い
て
知
ら
せ
た
。
円
仁
は
こ
の
と
き
に
聞
い
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に

書
き
留
め
て
い
る
。

…
…
（
上
略
）
斎
の
後
、
無
量
義
寺
の
僧
道
悟
来
り
て
相
ま
み
ゆ
。
自
ら
真
言

を
解
す
と
衟
え
り
。
更
に
栖
霊
寺
の
文
㻮
法
師
あ
り
て
、
伝
聞
す
る
に
真
言
の

法
を
得
た
り
と
。
近ち
か

者ご
ろ

聞
衟
、
三
論
留
学
僧
の
常
暁
は
彼
の
寺
に
住
し
、
㻮
法

師
の
房
に
於
い
て
真
言
法
を
受
け
、
両
部
の
曼
荼
羅
を
画
か
ん
と
擬
す
と（
（（
（

。

上
記
の
内
容
を
円
仁
に
伝
え
た
道
悟
は
、自
ら
真
言
を
解
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、

彼
は
揚
州
在
住
の
真
言
の
唐
僧
に
詳
し
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
文
中
の「
㻮
法
師
」

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
文
㻮
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
元
照
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な

い
の
は
疑
問
で
あ
る
が
、
道
悟
が
密
教
界
の
学
僧
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
、
恵
果
の
孫
弟
子
に
当
た
る
文
㻮
の
方
が
、
彼
に
と
っ
て
は
馴
染

み
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
普
通
の
場
合
、「
両
部
の
曼
荼
羅
」
と
い
わ
れ
る
と
、

直
ち
に
金
剛
・
胎
蔵
両
界
の
曼
荼
羅
が
連
想
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
円
仁
が
道
悟

よ
り
得
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
常
暁
は
文
㻮
の
も
と
で
両
部
曼
荼
羅
の
図
絵
を
企
画
し

て
い
た
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
実
は
こ
れ
は
道
悟
の
誤
報
か
、
そ
れ
と
も
円
仁

の
聞
き
誤
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』

に
は
、
常
暁
が
将
来
し
た
曼
荼
羅
類
は
、
次
の
二
点
が
全
て
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。金

剛
海
三
十
七
尊
種
子
曼
荼
羅
一
面（
（（
（

大
元
帥
本
身
将
部
曼
荼
羅
一
鋪
（
総
五
十
余
身
）

つ
ま
り
上
記
の
も
の
は
、
先
に
み
た
「
金
剛
海
瑜
伽
・
大
元
帥
秘
法
」
に
ぴ
っ
た

り
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
中
で
、
前
者
は
元
照
よ
り
齎
し
、
後
者

は
栖
霊
寺
大
悲
持
念
院
の
文
㻮
を
勾
当
と
し
て
、
宮
廷
出
仕
の
画
工
で
あ
る
李
全
ら（
（（
（

に
図
絵
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
常
暁
の
自
撰
の
文
章
や
弟
子
寵
寿
の
記
述

に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
円
仁
の
記
述
に
間
違
い
な
い
と
す
れ
ば
、
道
悟

は
文
㻮
の
み
を
指
名
し
て
、し
か
も
「
両
部
曼
荼
羅
」
と
呼
称
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

実
は
こ
れ
は
金
胎
両
部
の
そ
れ
で
は
な
く
、
し
か
も
文
㻮
の
他
に
元
照
も
金
剛
界
法

を
伝
授
し
、
三
十
七
尊
種
子
曼
荼
羅
を
相
伝
し
た
の
で
あ
っ
た
。
小
野
勝
年
氏
は
、

常
暁
将
来
の
曼
荼
羅
に
ふ
れ
て
、「
大
正
新
脩
蔵
経
校
刊
記
」
に
大
元
帥
図
像
と
両

界
曼
荼
羅
の
二
種
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

「
将
来
目
録
」
に
は
金
胎
両
部
曼
荼
羅
は
見
え
て
い
な
い
し
、
金
剛
界
法
も
花

林
寺
の
元
照
か
ら
学
び
文
㻮
か
ら
授
法
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
大
元

帥
将
部
曼
荼
羅
と
し
て
一
画
像
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
行
記
に
両
部
の
曼

荼
羅
す
な
わ
ち
金
胎
両
界
曼
荼
羅
を
画
か
ん
と
す
と
い
つ
て
い
る
の
は
或
は
伝

聞
の
誤
り
か
も
知
れ
な
い（
（（
（

。

常
暁
が
図
絵
を
計
画
し
た
曼
荼
羅
は
、
厳
密
に
は
両
部
の
そ
れ
で
は
な
く
、
従
っ

て
「
二
部
」
と
称
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
氏
の
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
伝
聞

の
誤
り
な
ど
の
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
野
氏
は
『
常
暁

和
尚
請
来
目
録
』
に
「
金
剛
海
三
十
七
尊
種
子
曼
荼
羅
一
面
」
の
名
が
記
載
さ
れ
て

い
る
の
を
見
落
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
大
元
帥
将
部
曼
荼
羅
と
し
て
一
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画
像
と
考
え
る
べ
き
と
の
見
解
に
は
、
賛
意
を
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

三
、『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
の
内
容
に
お
け
る

一
、二
の
問
題
点

『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
に
記
載
さ
れ
た
多
く
の
文
章
は
、『
御
請
来
目
録
』
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
円
行
の
『
霊
巌
寺
和
尚
請
来
法
門
道
具
等
目
録
』
に
も

踏
襲
さ
れ
、
何
れ
も
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
以
下
、
三
つ
の

上
表
文
の
原
文
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

表
１　

空
海
・
常
暁
・
円
行
の
上
表
目
録
に
お
け
る
冒
頭
の
文
の
比
較

周
知
の
よ
う
に
、
常
暁
と
円
行
は
、
自
ら
将
来
し
た
典
籍
や
仏
具
な
ど
の
目
録
を

作
製
し
、
そ
れ
ぞ
れ
承
和
六
（
八
三
九
）
年
九
月
五
日
付
・
同
年
一
二
月
一
九
日
付

の
Ｂ
と
Ｃ
を
上
表
し
た
。
上
記
の
記
述
の
対
照
に
よ
っ
て
、
最
初
に
入
唐
の
資
格
を

示
し
、
つ
づ
い
て
勅
命
を
受
け
て
入
唐
す
る
ま
で
の
経
過
を
簡
略
に
示
す
と
い
う
形

式
上
の
順
序
は
、
三
書
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
上
記
以
下
に
つ
づ
く
冒

頭
の
肩
書
き
の
部
分
も
、
全
く
同
じ
形
式
の
文
章
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
さ
ら
に

注
意
を
ひ
く
。

ａ
．
以
奉
進
。
軽
黷
二
威
厳
一
伏
増
二
戦
越
一
。
沙
門
空
海
誠
恐
誠
惶
謹
言
。

大
同
元
年
十
月
二
十
二
日
。
入
唐
学
法
沙
門
空
海
上
表（
（（
（

。

ｂ
．
以
奉
進
。
軽
黷
二
威
厳
一
伏
増
二
戦
越
一
。
常
暁
誠
恐
誠
惶
謹
言
。

承
和
六
年
九
月
二
日
。
入
唐
学
法
沙
門
伝
灯
大
法
師
位
常
暁
（
上
表
）。
入
唐
学

法
沙
門
常
暁
謹
言（
（（
（

。

ｃ
．
以
奉
進
。
軽
黷
二
威
厳
一
伏
増
二
戦
越
一
。
沙
門
円
行
誠
恐
誠
惶
謹
言
。

承
和
六
年
十
二
月
十
九
日
。
入
唐
還
学
沙
門
伝
灯
大
法
師
位
円
行
上
表（
（（
（

。

ａ
の
該
当
文
章
の
出
典
は
『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
第
九（
（（
（

に
見
出
さ
れ

る
。
円
行
の
場
合
、
ｃ
に
つ
づ
く
直
前
の
文
章
に
、

大
日
如
来
、金
剛
薩
埵
、竜
猛
菩
薩
、竜
智
菩
薩
、金
剛
〔
考
剛
下
一
一
本
有
智
字
〕

三
蔵
、
不
空
三
蔵
、
恵
果
和
尚
、
義
操
和
尚
、
義
真
和
尚
、
次
第
に
相
伝
し
て
、

即
ち
円
行
に
授
く
。
授
く
る
所
の
経
法
、
舎
利
、
道
具
等
の
目
録
別
に
在
り（
（（
（

。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
日
如
来
よ
り
円
行
に
い
た
る
ま
で
の
系
譜
が
列
ね
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
中
で
恵
果
ま
で
の
と
こ
ろ
は
、『
広
付
法
伝
』
巻
一
に
お
け
る
両
部
不

二
の
系
譜（
（（
（

と
ま
っ
た
く
一
致
す
る
。
入
唐
前
の
円
行
は
弘
仁
一
四
（
八
二
三
）
年
、

二
五
歳
の
時
に
空
海
よ
り
両
部
大
法
並
び
に
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
（『
霊
巌
寺
円
行
伝
』）、
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
系
譜
の
中
に
、
空
海
の
名
が
み
ら

れ
な
い
こ
と
は
、す
こ
し
不
自
然
に
も
思
わ
れ
る
。
自
他
の
宗
派
の
例
に
照
ら
し
て
、

そ
の
法
脈
を
示
す
系
譜
の
中
に
、
宗
祖
の
名
が
省
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
得

な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
比
叡
山
五
大
院
安
然
の
『
教
時
諍
論
』
に
「
慈
覚
大
師
印

出
典

原
文

Ａ
『
御
請
来
目
録
』

「
入
唐
学
法
沙
門
空
海
言
。
空
海
以
二

去
延
暦
廿
三
年
一
。
銜
二

命
留
学
之
末

問
二
津
万
里
之
外
一
。
其
年
臘
月
得
レ
到

二
長
安
一
。
廿
四
年
二
月
十
日
准
レ
勅
配

二
住
西
明
寺（
（（
（

一
。」

Ｂ
『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』

「
入
唐
学
法
沙
門
常
暁
言
。
常
暁
以
二

去
承
和
三
年
五
月
一
。
銜
レ

命
留
学
遠

期
二

万
里
之
外
一
。
其
年
漂
迴
。
四
年

亦
不
レ
果
二
渡
海
一
。
五
年
六
月
進
発
。」

Ｃ『
霊
巌
寺
和
尚
請
来
法
門
道
具
等
目
録
』 「

入
唐
還
学
沙
門
円
行
言
。
円
行
載
次

戊
午
。
銜
二
命
請
益
之
列
一
。
訪
二
道
西

海
之
外
一
。
其
年
臘
月
得
レ
到
二
長
安
城

一
。
屺
次
己
未
正
月
十
三
日
。
依
レ

奏

奉
レ
勅
住
二
青
竜
寺（
（（
（

一
。」
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信
三
通
」
と
し
て
、

大
日―

金
薩―

竜
樹―

竜
智―

金
智―

善
無
畏―

不
空―

一
行―

恵
果―

恵
足

―
義
操―

法
全―

円
仁（
（（
（

と
い
う
よ
う
な
胎
蔵
界
の
付
法
の
系
譜
が
列
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、

円
行
は
円
仁
と
同
じ
よ
う
に
、
自
ら
恵
果―

義
操
と
繋
が
る
付
法
を
現
地
の
唐
で
受

け
た
こ
と
を
宣
布
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、空
海
以
降
の
唐
代
密
教
の
趨
勢
を
実
見
し
、

且
つ
そ
の
流
れ
を
継
承
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
察
せ
ら

れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
後
に
進
上
さ
れ
た
常
暁
・
円
行
の
上
表
目
録
は
、
こ
れ
を
作
製

す
る
に
当
り
、
宗
祖
空
海
に
あ
や
か
っ
て
、
そ
の
形
式
や
内
容
の
順
序
を
『
御
請
来

目
録
』
か
ら
意
識
的
に
書
き
留
め
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
祖
師

の
自
撰
で
あ
り
な
が
ら
朝
廷
に
進
上
さ
れ
た
公
な
文
章
を
、
必
要
以
上
に
書
き
写
し

た
の
で
は
な
い
か
、と
の
疑
義
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
言
う
と
、

下
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
例
え
ば
Ａ
と
Ｂ
の
文
章
を
対
照
し
て
み
る
と
、
両
書
の

内
容
は
非
常
に
類
似
し
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
引
き
写
し
部
分
が
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

表
２　
『
御
請
来
目
録
』・『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
の
共
通
記
述
の
対
照

『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』

『
御
請
来
目
録
』
の
冒
頭（
（（
（

〔
冒
頭
〕
則
周
二
遊
郡
内
一
訪
二
択
師
依
一
。

幸
遇
二

栖
霊
寺
灌
頂
阿
闍
梨
法
号
文
璨

和
尚
。
并
華
林
寺
三
教
講
論
大
徳
元
照

座
主
一
。
其
文
璨
和
尚
則
不
空
三
蔵
弟

子
。
兼
恵
応
阿
闍
梨
付
法
人
也
。
妙
鉤

二
経
律
一
深
二
通
密
蔵
一
。

〔
末
尾
〕
同
年
臘
月
。
請
二
節
度
使
処
分

一
。
配
二
住
栖
霊
寺
一
。
文
㻮
和
尚
以
為

二
師
主
一
。
始
学
二
法
儀
一
。
兼
往
二
花
林

寺
一
。
元
照
座
主
辺
問
二

本
宗
義
一
。
并

得
二
文
書
一
也
。
然
大
師
尚
二
仏
法
之
流

転
一
。
歎
二
生
民
之
可
抜
一
。
授
レ
我
以
二

金
剛
大
法
一
。

許
レ
我
以
二
阿
闍
梨
位
一
也
。

 

膝
步
知
二
未
知
一
。
接
足
得
二
不
得
二
。

幸
頼
二
国
家
之
大
造
。
大
師
之
慈
悲

一
。
学
二

金
剛
海
瑜
伽
一
。
習
二

大
元
帥

秘
法
一
。

則
周
二
遊
郡
内
一
訪
二
択

師
依
一
。
幸
遇
二
青
竜
寺
灌
頂
阿
闍
梨
法

号
恵
果
和
尚
一

以
為
二

師
主
一
。　
　
　

　
　
　

其
大
徳
則
大
興
善
寺
大
広
智
不

空
三
蔵
之
付
法
弟
子
也
。　
　
　
　
　

　

弋
二
釣
経
律
一
該
二
通
密
蔵
一
。

  

法
之
綱
紀
国
之
所
レ
師
。
大
師
尚
二
仏
法

之
流
布
一
。
歎
二

生
民
之
可
慢
抜
。
授
レ

我
以
二
発
菩
提
心
戒
一
。

許
レ
我
以
レ
入
二
灌
頂
道
場
一
。
沐
二
受
明

灌
頂
一
再
三
焉
。
受
二
阿
闍
梨
位
一
一
度

也
。肘

行
膝
歩
学
レ

未
レ

学
。
稽
首
接
足

聞
レ
不
レ
聞
。

幸
頼
二

国
家
之
大
造
。
大
師
之
慈
悲
一
。

学
二
両
部
之
大
法
一
習
二
諸
尊
之
瑜
伽
一
。
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註
（1）
「
伝
灯
大
法
師
位
慧
叡
。
真
慧
。
正
進
。
道
昌
。
道
詮
。
興
照
。
常
暁
乎
法
橋

上
人
位
権
律
師
尓
任
賜
比
治
賜
布
」（『
三
代
実
録
』
巻
八
、貞
観
六
〔
八
六
四
〕

年
二
月
癸
酉
〔
十
六
日
〕
条
、
新
訂
増
補 

国
史
大
系
四
、
吉
川
弘
文
館
、
二

○
○
○
、
一
三
二
頁
）。

（2）
「
貞
観
七
年
十
一
月
卅
日
卒
。（
示
二
以
僧
綱
補
任
進
官
録
一
書
レ
之
。）」（『
阿

娑
縛
抄
明
匠
等
略
伝
』
所
収
の
「
常
暁
律
師
伝
」、『
大
日
本
仏
教
全
書
』

四
一
、
仏
書
刊
行
会
、
一
九
七
八
、三
三
二
頁
上
）。

（3）
大
正
蔵
五
五
巻
、一
〇
七
一
頁
中
。「
本
業
三
論
之
枝
、兼
真
言
之
条
」云
（々『
常

暁
和
尚
請
来
目
録
』、
大
正
蔵
五
五
巻
、
一
○
七
一
頁
ｂ
）。

（4）
佐
伯
有
清
『
最
澄
と
空
海―

―
交
友
の
軌
跡―

―

』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
）
一
三
頁
。

（5）
東
野
治
之
『
遣
唐
使
船―

―

東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
』（
朝
日
選
書
六
三
四
、
朝

日
新
聞
社
、
一
九
九
九
）
二
五
頁
～
三
三
頁
。

（6）
遣
唐
使
の
派
遣
回
数
に
つ
い
て
は
種
々
な
数
え
方
が
あ
り
、
一
定
し
て
い
な
い

が
、
こ
こ
で
は
十
五
回
説
を
採
用
し
た
。（
上
田 

雄
「
遣
唐
使
の
派
遣
回
数
に

つ
い
て
の
一
覧
表
」、『
遣
唐
使
全
航
海
』
所
収
、
草
思
社
、
二
○
○
六
、二
六

頁
参
照
）。

（7）
天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
正
月
三
〇
日
、「
迎
入
唐
大
使
の
使
」
に
任
命
さ

れ
た
高
元
度
は
、
唐
に
と
ど
ま
っ
た
藤
原
清
河
を
迎
え
る
た
め
、
判
官
内
蔵
全

成
と
と
も
に
渤
海
使
の
帰
国
に
同
行
し
て
入
唐
を
試
み
た
が
、
安
史
の
乱
に
よ

る
危
険
を
憂
慮
し
て
、
渤
海
で
人
数
を
減
ら
し
て
大
使
の
高
元
度
ら
一一

人
の

み
唐
に
向
か
っ
て
、
判
官
ら
は
同
年
に
帰
朝
し
た
。
同
五
（
七
六
一
）
年
八
月

一
二
日
、
高
元
度
は
、
唐
に
残
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
羽
栗
翔
に
藤
原
清
河
を

連
れ
て
帰
る
こ
と
を
依
頼
し
、
唐
使
沈し
ん

惟い

岳が
く

ら
に
送
ら
れ
て
帰
国
し
た
。
ほ
か

に
宝
亀
九
（
七
七
八
）
年
一
二
月
一
七
日
、
送
唐
客
使
に
任
命
さ
れ
た
布ふ

勢せ
の

清き
よ

直な
お

は
、
翌
年
五
月
二
八
日
、
唐
使
の
孫
興
進
一
行
を
明
州
ま
で
送
る
こ
と
が
使

命
で
あ
っ
た
。
天
応
元
年
（
七
八
一
）
六
月
二
四
日
に
帰
国
し
た
。

（8）
『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』（
大
正
蔵
五
五
巻
、
一
○
六
八
頁
ｃ
）。

（9）
「
空
海
雖
二

闕
期
之
罪
死
而
有
慢
余
窃
喜
難
得
之
法
而
請
来
。」（『
御
請
来
目

録
』、『
定
本 

弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻
、
高
野
山
大
学
、
一
九
九
一
、四
頁
）。

（10）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
野
勝
年
氏
も
「
空
海
や
常
暁
が
二
十
年
乃
至
三
十
年

と
い
つ
っ
て
い
る
の
は
次
の
遣
唐
使
の
派
遣
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
暗
に
指
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。（
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼

行
記
の
研
究
』
第
四
巻
、
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
九
、三
八
九
頁
）。

（11）
「
至
二
午
時
一
。
三
論
留
学
常
皎
考
（
晈
同
暁
下
文
作
暁
）」
師
来
慰
談
。
寺
家

設
レ
供
相
共
斎
。
常
皎
師
巡
看
帰
レ
館
。
差
二
惟
正
一
遣
問
諮
。
真
言
請
益
付
二
廻

報
一
慰
。」（『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
第
一
の
唐
開
成
三
年
八
月
廿
五
日
条
、

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一一

三
、
仏
書
刊
行
会
、
一
九
八
○
、
一
七
五
頁
下
）。

（12）
「
則
周
二

遊
郡
内
一

訪
二

択
師
依
一
。
幸
遇
二

栖
霊
寺
灌
頂
阿
闍
梨
法
号
文
璨
和

尚
。
并
華
林
寺
三
教
講
論
大
徳
元
照
座
主
一
。
其
文
璨
和
尚
則
不
空
三
蔵
弟
子
。

恵
応
阿
闍
梨
付
法
人
也
。
妙
鉤
二

経
律
一

深
二

通
密
蔵
一
。」（
大
正
蔵
五
一
巻
、

六
八
頁
ｃ
）。
文
献
に
よ
っ
て
は
、文
㻮
は
文
意
、文
璨
と
も
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（13）
「
所
伝
金
剛
界
法
者
。
則
有
大
興
善
寺
伝
灌
頂
教
同
学
恵
応
阿
闍
梨
恵
則
成
都

府
惟
尚
。
汴
淋
弁
弘
。
新
羅
国
僧
恵
日
。
日
本
国
僧
空
海
。
青
竜
寺
義
満
。
義

明
。
義
操
。
義
照
。
義
愍
。
義
政
。
義
一
。
俗
居
士
霊
殷
（
已
上
十
四
人
皆
伝

授
大
教
次
阿
闍
梨
位
）」（
大
正
蔵
五
一
巻
、
七
八
四
頁
ａ
）。

（14）「
同
年
臘
月
。
請
二
節
度
使
処
分
一
。
配
二
住
栖
霊
寺
一
。
文
㻮
和
尚
以
為
二
師
主
一
。

始
学
二
法
儀
一
。
兼
往
二
花
林
寺
一
。
元
照
座
主
辺
問
二
本
宗
義
一
。
并
得
二
文
書
一

也
。
然
大
師
尚
二
仏
法
之
流
転
一
。
歎
二
生
民
之
可
抜
一
。
授
レ
我
以
二
金
剛
大
法
一
。

許
レ
我
以
二
阿
闍
梨
位
一
也
。
膝
步
知
二
未
知
一
。
接
足
得
二
不
得
二
。
幸
頼
二
国
家

之
大
造
大
師
之
慈
悲
一
。
学
二
金
剛
海
瑜
伽
一
。
習
二
大
元
帥
秘
法
一
。」（
大
正
蔵

五
五
巻
、
一
○
六
八
頁
ｃ
）。

（15）
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
高
見
寛
恭
氏
は
、「
常
暁
は
栖
霊
寺
文
挟
〈
マ
マ
〉に

金
剛
界
大
法
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だ
け
を
相
承
し
、
胎
蔵
界
大
法
は
我
が
国
に
於
い
て
も
唐
土
に
於
い
て
も
相
承

し
て
い
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
金
剛
界
大
法
を
文
㻮
の
所
伝
と
認
め
ら
れ
て
い

る
。（
高
見
寛
恭
「
入
唐
八
家
の
密
教
相
承
に
つ
い
て
（
三
）」、『
密
教
文
化
』

一
三
○
号
、高
野
山
大
学
密
教
研
究
会
、一
九
八
○
、四
一
頁
）。こ
れ
に
比
し
て
、

桃
井
観
城
氏
は
、「
花
林
寺
座
主
元
照
和
尚
に
金
剛
の
大
法
瑜
伽
を
学
ぶ
と
共

に
、
大
元
帥
秘
法
を
習
っ
た
」
と
述
べ
、
太
元
帥
法
を
元
照
の
所
伝
と
み
な
さ

れ
て
い
る
。（
桃
井
観
城
『
経
典
伝
来
の
研
究—

付
・
平
安
朝
初
期
国
書
年
表
』、

東
方
出
版
、
一
九
九
九
、三
一
頁
）。
一
方
、
佐
伯
有
清
氏
は
、「
太
元
帥
秘
法

は
常
暁
が
唐
の
栖
霞
寺
の
文
㻮
、華
林
寺
の
元
照
ら
か
ら
学
ん
で
き
た
」
と
し
、

こ
の
法
を
両
者
か
ら
受
け
た
秘
法
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。（
佐
伯
有
清
『
最
後

の
遣
唐
使
』、
講
談
社
、
二
○
○
七
、二
○
五
頁
）。

（16）
「
便
遇
二
栖
霊
寺
灌
頂
阿
闍
梨
文
意
和
尚
一
始
学
二
法
儀
一
。
漸
究
二
尊
道
一
。
授

以
二
太
元
帥
法
一
。
許
以
二
阿
闍
梨
位
一
。
又
逢
二
華
林
寺
座
主
元
照
大
徳
一
。
重

問
二
宗
義
一
。
得
二
法
文
道
具
等
一
。
并
習
二
学
金
剛
界
大
法
・
自
余
諸
尊
法
一
既

畢
。」（『
太
元
帥
法
縁
起
奉
状
』『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一一

六
、仏
書
刊
行
会
、

一
九
七
八
、
四
四
一
頁
下
）。

（17）
「
十
二
月
請
二
節
度
使
処
分
一
。
配
二
住
棲
霊
之
大
悲
持
念
院
一
。
拝
二
和
尚
一
為

二
師
主
一
。
始
学
二
法
儀
一
。
更
従
二
花
林
座
主
一
問
二
三
論
宗
義
一
。
并
得
二
文
書
一
。

顕
密
二
教
頗
以
研
窮
。
就
レ
中
太
元
明
王
秘
法
者
。」（｢

城
州
法
琳
寺
入
唐
沙
門

常
暁
伝｣

、『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
十
巻
、ピ
タ
カ
、一
九
七
七
、一
二
一
頁
下
）。

「
常
暁
節
度
使
ノ
処
ニ
分
ヲ
受
テ
。
十
二
月
ニ
栖
霊
寺
ニ
。
住
シ
テ
。
文
意
ニ
真
言
ヲ
受
。

元
昭
ニ

三
論
ヲ

学
フ
。
文
意
授
ル
ニ

太
元
秘
法
ヲ

以
テ
ス
。」（
栄
海
〔
一
二
七
八
～

一
三
四
七
〕
撰
『
真
言
伝
』
所
収
の
常
暁
伝
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
○
六
、

仏
書
刊
行
会
、
一
九
七
九
、一
五
七
頁
下
）。

「
見
二
元
照
大
徳
於
華
林
寺
一
。
照
者
三
教
講
誦
精
二
于
経
論
一
。
就
受
二
三
論
一
。

意
者
不
空
三
蔵
弟
子
慧
応
阿
闍
梨
之
徒
。
玅
明
二
密
教
一
。
随
学
二
真
言
一
。
受
二

太
元
帥
秘
法
一
。」（
元
禄
一
五
〔
一
七
○
二
〕
年
成
立
の
師
蛮
〔
一
六
二
六
～

一
七
一
○
〕
撰
『
本
朝
高
僧
伝
』
所
収
の
「
城
州
法
琳
寺
沙
門
常
暁
伝
」、『
大

日
本
仏
教
全
書
』
一
○
二
、
仏
書
刊
行
会
、
一
九
七
九
、一
二
一
頁
上
）。

（18）
「
…
…
（
上
略
）
斎
後
無
量
義
寺
僧
道
悟
来
相
見
。
自
衟
解
二

真
言
一
。
更
有

二

栖
霊
〔（
考
考
霊
恐
霞
字
）〕
寺
文
㻮
法
師
一
。
伝
聞
得
二

真
言
法
一
。
近
者
聞

衟
三
論
留
学
僧
常
暁
。
住
二
彼
寺
一
於
二
探
法
師
房
一
。
受
二
真
言
法
一
。
擬
レ
画

二
両
部
曼
荼
羅
一
。」（『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
第
一
の
唐
開
成
三
年
十
二
月

二
十
三
日
条
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一一

三
、
仏
書
刊
行
会
、
一
九
八
○
、

一
八
三
頁
上
）。

（19）
円
仁
の
将
来
録
の
中
に
も
、
同
様
の
曼
荼
羅
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
八

家
秘
録
』
に
は
「
仁
」
と
注
さ
れ
て
お
り
、
常
暁
将
来
の
曼
荼
羅
は
見
落
と
さ

れ
て
い
る
。

「
金
剛
界
三
十
七
尊
種
子
曼
荼
羅
様
一
張
」（『
日
本
国
承
和
五
年
入
唐
求

法
目
録
』）

「
金
剛
界
三
十
七
尊
種
子
曼
荼
羅
一
鋪
」（『
慈
覚
大
師
在
唐
送
進
録
』）

「
金
剛
界
三
十
七
尊
種
子
曼
荼
羅
様
一
張
」（『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』
に

お
け
る
揚
州
求
得
本
）

『
金
剛
手
灌
頂
タ
ン
ト
ラ
』
と
密
接
に
関
連
を
も
つ
『
華
厳
経
』
の
入
法
界
品

に
、「
善
財
は
金4

剛
海
蔵

4

4

4

の
菩
提
道
場
（vajras Agaragarbhabodhim

a NDa

）

に
於
い
て
、〔
毘
盧
遮
那
〕
如
来
の
獅
子
座
に
直
面
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
宝
石
を

ち
り
ば
め
た
蓮
華
座
（
一
切
宝
蓮
華
蔵
座
）
の
上
に
坐
っ
て
い
た
」（
大
正
蔵

一
○
巻
、
八
三
八
頁
ｂ
）
と
あ
り
、
不
空
訳
と
さ
れ
る
『
摂
無
礙
経
』
に
は
、

「
蓮
花
合
掌
と
は
、
蓮
花
即
ち
理
な
り
。
理
の
処
に
必
ず
智
有
り
。
故
に
左
右

の
手
を
以
て
、
そ
の
名
を
理
智
と
い
う
。
左
手
寂
静
の
故
に
理
の
胎
蔵
海
と
名

づ
く
。
右
手
諸
事
を
辧
ず
、
智
の
金
剛
海

4

4

4

と
名
づ
く
。
左
手
の
五
指
は
胎
蔵
海

の
五
智
な
り
。
右
手
の
五
指
は
金
剛
海
の
五
智
な
り
。」云
（々
大
正
蔵
二
○
巻
、

一
二
九
頁
ｂ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
弘
仁
一
〇
年
（
八
一
九
）
五
月
成

立
の
空
海
撰
「
高
野
建
立
の
初
め
の
結
界
の
時
の
啓
白
文
」
に
は
、「
去
じ
延

八



常
暁
の
入
唐
求
法

�

暦
二
十
三
年
を
以
て
、
彼
の
大
唐
に
入
る
。
大
悲
胎
蔵
、
及
び
金
剛
海
会

4

4

4

4

、
両

部
の
大
曼
荼
羅
の
法
、
並
び
に
一
百
余
部
の
金
剛
乗
を
奉
請
し
て
、
平
ら
か
に

本
朝
に
帰
れ
り
。」（『
性
霊
集
補
闕
抄
』
巻
第
九
所
収
、『
定
本 

弘
法
大
師
全

集
』
第
八
巻
、
高
野
山
大
学
、
一
九
九
六
、一
七
七
頁
）
と
あ
り
、
さ
ら
に
弘

仁
一
三
（
八
二
二
）
年
以
降
に
空
海
が
撰
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
大
和
尚
平
安

城
太
上
天
皇
の
奉
為
の
灌
頂
の
文
」
に
「
仰
ぎ
願
く
は
、
尽
虚
空
遍
法
界
同
一

躰
性
の
金
剛
海

4

4

4

会4

の
大
日
尊
、四
方
四
智
十
六
の
諸
尊
、塵
数
の
諸
尊
」云
々（『
定

本 

弘
法
大
師
全
集
』
第
五
巻
、
高
野
山
大
学
、
一
九
九
三
、二
七
頁
～
二
八
頁
）

と
み
え
、
最
後
に
天
長
二
年
（
八
二
五
）
成
立
の
空
海
撰
「
亡
弟
子
智
泉
が
た

め
の
達
噺
の
文
」
に
は
、「
…
…
（
中
略
）
…
…
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
金
剛
海
会

4

4

4

4

三
十
七
尊
・
大
悲
胎
蔵
・
四
種
曼
荼
羅
・
入
我
我
入
加
持
の
故
に
、…
…（
下
略
）。」

（『
性
霊
集
補
闕
抄
』
巻
八
所
収
、『
定
本 
弘
法
大
師
全
集
』
第
八
巻
、
高
野
山

大
学
、
一
九
九
六
、一
四
〇
～
一
四
一
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
出
典

に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
金
剛
海
は
金
剛
界
の
異
称
で
あ
り
、
そ
の
名
称

の
起
源
は
か
な
り
古
く
、『
華
厳
経
』
に
遡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（20）
「
八
月
下
旬
到
二

淮
南
大
都
督
府
広
綾
舘
一

安
置
。
同
〔
承
和
五
（
八
三
八
）〕

年
十
二
月
住
二
栖
霊
寺
大
悲
持
念
院
一
。
随
二
同
寺
灌
頂
阿
闍
梨
文
璨
和
尚
。
并

華
林
寺
三
教
講
論
大
徳
元
照
座
主
一
。
顕
密
両
法
頗
以
兼
習
。
六
年
正
月
四
日

設
二
二
百
僧
斎
一
。
普
供
二
四
衆
一
。
於
二
此
日
一
諸
寺
大
徳
綱
維
並
臨
二
斎
会
一
応

レ
供
随
喜
。
常
暁
夜
就
二
師
辺
一
受
二
学
瑜
伽
一
。
昼
周
二
諸
寺
一
覓
二
問
法
門
一
。「
則

喚
二
即
供
奉
李
全
等
一
図
二
絵
大
元
帥
将
部
曼
荼
羅
等
諸
尊
像
一
。
并
写
二
文
書
一
。

漸
有
二
次
第
一
。」（『
常
曉
和
尚
請
来
目
録
』、大
正
蔵
五
五
巻
、一
〇
七
一
頁
ｂ
）。

残
念
な
が
ら
『
巡
礼
行
記
』
に
は
五
月
三
日
条
に
つ
づ
い
て
六
日
条
が
あ
り
、

正
月
四
日
の
二
百
僧
斎
に
つ
い
て
は
、
そ
の
言
及
が
み
ら
れ
な
い
。

（21）
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
』
第
一
巻
（
鈴
木
学
術
財
団
、

一
九
六
四
）
三
二
四
頁
～
三
二
五
頁
）。

（22）
『
定
本 

弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻
（
高
野
山
大
学
、
一
九
九
一
）
三
頁
。

（23）
『
霊
巌
寺
和
尚
請
来
法
門
道
具
等
目
録
』（
大
正
蔵
五
五
巻
、一
○
七
一
頁
ｃ
）。

（24）
『
御
請
来
目
録
』（『
定
本 

弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻
、
高
野
山
大
学
、

一
九
九
一
）
五
頁
。

（25）
大
正
蔵
五
五
巻
、
一
○
六
九
頁
ａ
。

（26）
大
正
蔵
五
五
巻
、
一
○
七
二
頁
ａ
。

（27）
「
謹
ん
で
表
を
奉
じ
て
以
て
聞
す
。
軽
く
威
厳
に
触
れ
伏
し
て
戦
越
を
増
す
。」

（「
謹
奉
表
以
聞
。軽
触
威
厳
。伏
増
戦
越
。」）」（
大
正
蔵
五
○
巻
、二
七
一
頁
ｂ
）。

（28）
「
大
日
如
来
。
金
剛
薩
埵
。
竜
猛
菩
薩
。
竜
智
菩
薩
。
金
剛
〔
考
剛
下
一
一
本

有
智
字
〕
三
蔵
。
不
空
三
蔵
。
恵
果
和
尚
。
義
操
和
尚
。
義
真
和
尚
次
第
相

伝
。
即
授
二
円
行
一
。
所
レ
授
経
法
舎
利
道
具
等
目
録
在
レ
別
。」（
円
行
撰
『
霊

巌
寺
和
尚
請
来
法
門
道
具
等
目
録
』、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
二
、
仏
書
刊
行
会
、

一
九
七
九
、四
一
頁
下
）。

（29）
『
広
付
法
伝
』
巻
一
（『
定
本 

弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻
、
高
野
山
大
学
、

一
九
九
一
）
六
八
頁
。

（30）
大
正
蔵
七
五
巻
、
三
六
四
頁
ａ
。

（31）
『
御
請
来
目
録
』（『
定
本 

弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻
、
高
野
山
大
学
、

一
九
九
一
）
三
頁
。



朴
埈
奭
氏　

学
位
論
文
要
旨
（
課
程
博
士
）

「
唐
末
中
国
密
教
と
入
唐
僧
に
よ
る
日
本
将
来
の
研
究
」

一
、
本
研
究
の
目
的

日
本
に
お
い
て
密
教
が
ど
う
展
開
し
た
か
に
つ
い
て
は
様
々
な
論
考
が
出
さ
れ
、

時
代
ご
と
に
充
実
な
研
究
成
果
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。こ
れ
は
、

日
本
に
は
初
期
の
東
密
や
台
密
の
入
唐
僧
い
わ
ゆ
る
入
唐
八
家
に
よ
っ
て
唐
か
ら
入

手
で
き
た
仏
教
典
籍
の
目
録
の
ほ
か
に
、
多
数
の
注
釈
書
類
が
密
教
の
諸
分
野
に
わ

た
っ
て
残
っ
て
お
り
、
八
家
を
含
め
て
そ
れ
以
降
の
伝
密
家
に
お
い
て
も
、
次
第
に

伝
承
さ
れ
た
付
法
の
印
信
と
し
て
の
血
脈
が
現
存
し
て
い
る
な
ど
、
人
材
及
び
資
料

の
豊
富
さ
の
上
で
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

日
本
仏
教
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
入
唐
僧
た
ち
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

彼
ら
は
多
く
の
場
合
、
遣
隋
使
や
遣
唐
使
に
随
伴
し
て
渡
唐
し
て
お
り
、
渤
海
使
節

の
帰
朝
船
及
び
唐
や
新
羅
の
貿
易
船
な
ど
を
利
用
し
た
非
公
式
的
な
渡
航
も
少
な
く

な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
入
唐
し
た
日
本
僧
の
数
は
一
説
に
百
二
、三
十
人
に
上
る
と

言
わ
れ
る
。
最
初
の
使
節
が
派
遣
さ
れ
た
推
古
天
皇
八
（
六
○
○
）
年
か
ら
、
完
全

に
廃
止
と
な
る
寛
平
六
（
八
九
四
）
年
ま
で
、
約
二
十
回
に
わ
た
る
使
節
団
の
公
式

的
な
渡
航
は
、
古
代
中
国
の
制
度
・
文
物
の
輸
入
を
可
能
と
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
し
か
し
、
多
大
な
遭
難
に
よ
る
人
的
被
害
や
経
済
的
負
担
と
な
っ
た
こ
と
も

確
か
で
あ
る
。
不
運
に
も
他
国
で
命
を
落
と
し
た
幾
人
か
の
入
唐
僧
は
、
大
体
の
場

合
、
彼
ら
の
行
歴
を
伝
え
る
資
料
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
個
々
の
人
物

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
は
期
待
し
難
い
と
言
え
よ
う
。

幸
い
に
も
遭
難
を
乗
り
越
え
て
無
事
に
帰
国
で
き
、
後
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
最
澄
（
七
六
七
～
八
二
二
）・
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）・
円
仁
（
七
九
四
～

八
六
四
）・
円
珍
（
八
一
四
～
八
九
一
）
の
四
師
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
の
立
場
か

ら
正
史
や
僧
伝
を
中
心
と
し
た
比
較
的
多
く
の
研
究
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ら
従
来
の
研
究
の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
精
密
な
論
考
も
一
部
み
ら
れ
る

が
、
む
し
ろ
概
括
的
な
叙
述
を
行
い
、
一
断
面
の
み
を
示
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、

い
わ
ゆ
る
「
入
唐
史
」
の
展
開
な
い
し
流
れ
を
一
書
に
ま
と
め
る
と
い
う
試
み
は
、

そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
前
述
の
四
師
以
外
の
入
唐
家
に
つ
い

て
は
、
散
見
さ
れ
る
資
料
の
中
か
ら
、
彼
ら
の
事
跡
を
逐
う
と
い
っ
た
よ
う
な
考
究

も
、
や
は
り
物
足
り
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
上
述
し
た
こ
と

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
航
海
を
主
な
手
段
と
し
て
い
た
文
物
流
通
の
時
代
を
、
密

教
の
流
伝
に
お
け
る
「
人
」
と
「
物
」
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
て
い
く
の
が
、
本

研
究
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
本
論
文
の
構
成
及
び
各
章
の
内
容

「
歴
史
篇
」

（
１
）
第
一
章　

本
章
で
は
両
部
密
教
の
成
立
及
び
展
開
を
中
心
に
考
察
し
た
。

方
法
と
し
て
は
、
密
教
の
所
依
の
経
典
で
あ
る
『
大
日
経
』
と
『
金
剛
頂
経
』
の

伝
承
に
関
わ
っ
た
諸
文
献
を
基
本
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
以
降
の
文
献
に
お
い
て
そ

れ
ら
の
伝
説
が
ど
う
理
解
さ
れ
て
き
た
か
を
総
合
的
に
検
討
し
た
。
本
章
の
成
果

と
し
て
は
、
次
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
第
一
に
、『
高
僧
法
顕

伝
』
な
ど
六
つ
の
イ
ン
ド
旅
行
記
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
金
粟

王
（KaniSka

）
所
造
の
塔
の
具
体
的
位
置
が
究
明
で
き
た
こ
と
。
第
二
に
、
善
無

畏
の
鞠
多
付
法
説
は
、
す
べ
て
『
善
無
畏
三
蔵
碑
銘
并
序
』
の
中
の
「
那
爛
陀
寺
に

お
い
て
八
百
歳
の
鞠
多
を
本
師
と
な
し
た
」
と
い
う
記
述
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
李
華
に
よ
る
創
出
が
唐
朝
の
胎
蔵
界
相
承
の
系
譜
に
お
け
る
一
つ
の

根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。

（
２
）
第
二
章　

本
章
で
は
恵
果
（
七
四
六
～
八
〇
五
）
の
生
涯
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
空
海
の
直
系
の
師
で
あ
る
恵
果
は
、
胎
金
両
部
密
教
の
創

始
者
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
が
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
密
教
の
流
伝
に

大
き
な
貢
献
を
な
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
提
出
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
極
め

て
少
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
章
で
は
、
出
生
か
ら
入
寂
ま
で
の
彼
の

生
涯
全
般
を
検
討
の
対
象
と
し
、
合
わ
せ
て
年
表
を
提
示
し
た
。
な
お
、
著
作
に
お



け
る
真
偽
の
問
題
も
検
討
の
範
囲
内
と
し
て
い
る
。

（
３
）
第
三
章
～
第
九
章
は
、
最
澄
・
空
海
・
常
暁
（
～
八
六
五
）・
円
行
（
七
九
九

～
八
五
二
）・
円
仁
・
恵
運
（
七
九
八
～
八
六
九
）
の
入
唐
求
法
の
行
歴
に
焦
点
を
合

わ
せ
て
考
察
し
た
。
入
唐
・
帰
朝
年
次
、
在
唐
中
の
足
跡
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
帰
朝
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。
延
暦
末
及

び
承
和
初
の
遣
唐
使
節
団
の
渡
航
に
関
す
る
正
史
・
僧
伝
に
お
け
る
該
当
記
事
が
本

篇
の
主
な
研
究
対
象
と
な
る
。
後
者
は
最
後
の
派
遣
と
な
っ
た
た
め
、
恵
運
以
降
の

入
唐
僧
の
場
合
、
唐
や
新
羅
の
貿
易
船
に
便
乗
し
て
の
渡
海
が
主
流
と
な
っ
た
。
当

初
は
恵
運
に
次
い
で
入
唐
し
た
円
珍
、
宗
叡
（
八
○
九
～
八
八
四
）
を
も
含
め
て
、

八
家
す
べ
て
の
伝
歴
を
研
究
の
対
象
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、
全
体
の
ペ
ー
ジ
数
が

予
定
以
上
に
な
り
、
期
日
の
問
題
も
あ
っ
た
の
で
、
歴
史
篇
で
の
研
究
は
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
二
師
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
は
将
来
録

に
限
っ
た
研
究
の
み
を
反
映
し
た
形
と
な
っ
た
が
、
収
集
で
き
た
資
料
か
ら
稿
を
改

め
て
別
の
機
会
に
論
じ
て
み
た
い
。
順
暁―

最
澄
付
法
に
お
け
る
三
部
三
昧
耶
を
『
破

地
獄
儀
軌
』
と
の
関
係
の
中
で
論
じ
た
。
さ
ら
に
考
察
の
中
で
、
空
海
が
不
空
所
伝

の
破
地
獄
真
言
を
請
来
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
不
空
系
の
密
教
の
中
に
も
、
三
種

悉
地
真
言
や
『
破
地
獄
儀
軌
』
と
は
系
統
の
異
な
っ
た
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
唐
に
お
け
る
最
澄
・
空
海
の
付
法
相
承
に
よ
る
伝
法
の
内
容
を
三
部
密

教
と
の
関
連
性
の
中
で
究
明
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
本
章
の
意
義
が
あ
る
。

「
将
来
録
研
究
篇
」

本
篇
に
は
終
章
で
あ
る
第
十
章
が
編
入
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に
「
入
唐
八
家
将
来

録
辞
典
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
篇
は
平
安
初
期
の
経
蔵
に
お
い
て
密
教
経
典
が
ど

う
整
備
さ
れ
、
変
遷
し
て
い
く
の
か
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
周
知
の
よ

う
に
、
安
然
（
八
四
一
～
九
○
二
〔
一
説
に
九
一
五
〕）
は
多
数
の
著
述
を
残
し
て

お
り
、
台
密
を
基
礎
づ
け
た
密
教
の
学
僧
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
撰

し
た
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
惣
録
』
二
巻
（
以
下
、『
秘
録
』
と
略
称
す
る
）
は
、

入
唐
八
家
の
将
来
し
た
典
籍
の
中
で
、
特
に
密
教
の
経
典
・
論
書
を
網
羅
し
た
厖
大

な
目
録
で
あ
る
。
本
書
の
中
に
は
中
国
よ
り
伝
来
し
た
密
教
典
籍
の
書
目
が
項
目
別

に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
各
書
目
に
は
著
（
訳
）
者
や
該
当
書
籍
の
伝
来
の
事
情
に
関

わ
っ
た
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
本
書
の
中
に
記
さ
れ
た
安
然
の
注
記
を
通

し
て
、
個
々
の
経
典
の
成
立
や
将
来
の
事
情
と
関
連
し
た
非
常
に
多
く
の
情
報
を
与

え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
典
籍
類
や
道
具
類
な
ど
、「
物
」
の
流
伝

に
一
視
点
が
設
定
さ
れ
た
本
研
究
に
お
い
て
は
、
欠
か
せ
な
い
第
一
資
料
と
な
る
。

筆
者
が
『
秘
録
』
に
注
目
す
る
理
由
は
、
本
書
が
、
日
本
密
教
の
中
心
と
な
っ
た
八

人
の
入
唐
家
た
ち
の
将
来
し
た
経
典
・
論
疏
な
ど
を
総
合
的
に
整
理
し
た
文
献
と
い

う
点
に
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
平
安
初
期
に
活
躍
し
た
八
家
の
将
来
録
に
基
づ
い

て
、
梵
釈
寺
・
円
覚
寺
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
権
威
の
あ
る
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
経
典
目
録
及
び
『
貞
元
録
』
を
中
心
に
、
密
教
典
籍
の
書
目
を
総
網
羅
し
た
の
が

『
秘
録
』
な
の
で
あ
る
。

従
来
、
経
典
の
成
立
・
伝
来
史
を
扱
っ
た
多
く
の
研
究
に
お
い
て
、
本
書
は
重
要

な
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
の
研
究
の
大
体
が
、『
秘

録
』
自
体
の
分
析
な
い
し
入
唐
八
家
の
将
来
録
と
の
関
わ
り
に
対
す
る
十
分
な
説
明

な
し
に
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
筆
者
の
本
篇
で
提
起
し
た
い
問
題
点
で
あ
る
。
一

般
に
精
密
に
編
ま
れ
た
と
評
価
さ
れ
る
こ
の
『
秘
録
』
に
し
て
も
、
な
か
に
は
不
備

や
誤
記
、
重
複
、
巻
数
表
記
の
不
審
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
を
無
下
に
利
用
で
き
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
『
秘
録
』
の
個
々
の
内
容
に
お
け
る
欠
点
や
問

題
点
を
一
々
挙
げ
る
と
煩
わ
し
い
し
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
論
ず
る
こ
と
も
極
め
て
困

難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
篇
で
は
、
第
十
章
に
『
秘
録
』
の
成
立
に
関
わ
る
諸
問

題
を
論
じ
た
後
、
つ
づ
い
て
、
計
二
十
一
部
の
入
唐
八
家
の
将
来
録
及
び
『
秘
録
』

記
載
の
書
目
す
べ
て
を
網
羅
し
て
比
較
・
対
照
し
た
結
果
を
ア
イ
ウ
エ
オ
順
に
配
列

し
、「
入
唐
八
家
将
来
録
辞
典
」
と
題
し
て
提
示
し
た
。
各
書
目
に
は
「
①
訳
（
作
）

者
名 

②
秘
録
注
記 

③
将
来
状
況 

④
出
典 

⑤
備
考 

⑥
異
名 

⑦
現
行
本 

⑧
従
来
の
研

究
と
の
対
照
」
の
細
部
項
目
を
設
け
、
平
安
初
期
密
教
に
お
け
る
経
典
将
来
の
事
情

を
解
り
易
く
し
た
。


